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『
天
主
実
義
』
の
研
究
（

ー
序
説
と
首
篇
現
代
語
訳
ー

、、－

柴

田

篤

序

説

西
洋
人
に
よ
る
本
格
的
な
中
国
文
の
書
物
は
、
明
朝
末
期
の
イ
エ
ズ
ス
会
を
中
心
と
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
（
天
主
教
）
伝
道
の
中
で
数
多

く
著
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
著
作
が
、
イ
タ
リ
ア
人
イ
エ
ズ
ス
会
士
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
中
国
名
は
利
璃
賓
、
一
五
五
二
l
一
六
一

O
）
に
よ
る
『
天
主
実
義
』
で
あ
る
。
中
士
（
中
国
の
学
者
）
と
西
士
（
西
洋
の
学
者
）
と
の
問
答
の
形
を
と
る
。
西
洋
思
想
の
一
つ
の

支
柱
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
と
中
国
思
想
、
殊
に
儒
学
思
想
と
の
対
話
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
中
国
思
想
史
研
究
に
お
い
て
も
極
め
て
重
要

な
資
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
天
主
実
義
』
は
、
明
末
か
ら
清
朝
に
か
け
て
の
中
国
の
み
な
ら
ず
、
李
氏
朝
鮮
や
江
戸
時
代
の
日
本

に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
成
立
や
版
本
に
つ
い
て
は
、
従
来
様
々
な
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
そ
の
成
立
事
情
と
性
格

に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
若
干
の
考
察
を
行
っ
た
。

『
天
主
実
義
』
は
、
一
六

O
三
年
に
出
版
さ
れ
、
奉
教
士
人
李
之
藻
が
一
六
二
一
一
年
に
刊
刻
し
た
『
天
学
初
函
』
理
編
に
も
収
め
ら
れ

た
ほ
か
、
明
末
か
ら
清
朝
末
期
に
か
け
て
幾
度
も
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
た
ら
さ
れ
、
翻
訳
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
い
く

つ
か
の
形
で
翻
訳
や
注
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
日
本
語
・
中
国
語
・
英
語
・
韓
国
語
に
よ
る
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。

六
九



七
0 

(2) (1) 

小
島
準
治
訓
点
『
天
主
賓
義
』
（
東
京
開
世
堂
、

佐
伯
好
郎
著
『
支
那
基
督
教
の
研
究
』

3

一
八
八
五
）
。

明
時
代
の
支
那
基
督
教
「
第
七
章

利
璃
賓
著
『
天
主
賓
義
』
と
そ
の
解
説
」

（
春
秋
社
、

一
九
四
四
）
。

(5) (4) (3) 

後
藤
基
巳
著
『
天
主
実
義
』
（
「
中
国
古
典
新
書
」
明
徳
出
版
社
、

劉
順
徳
訳
註
『
言
文
対
照
天
主
賓
義
』
（
台
湾
光
啓
出
版
社
、

一
九
七
一
）
。

一
九
六
六
）
。

『
寸
出
回
目
目
さ
開
玄
関
〉
Z
H
Z
の
O
『寸甲山】
W
V
O河
U

O
司
出
回
目
〉
〈
巴
4

』
馬
愛
穂
主
編
、
藍
克
賓
、
胡
圏
槙
訳
註

（↓

Z
E帥吾
c
g
o
ご
mgF仲

ω
O
E
5
3
ω
け

F
E
z－
－
九
八
五
）
。

イ

ス

ウ

シ

附
－
型
季
世
ω「
」
（
天
主
実
義
）
、
神
学
叢
書
二
三
巻
、
叶
牛
寺
訳
、
是
正
吾
唾
斗
（
プ
ン
ド
出
版
社
、
一
九
八
八
）
。

近
年
、
中
国
や
日
本
に
お
い
て
も
、
明
清
期
の
天
主
教
を
め
ぐ
る
研
究
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
出
発
点
と
な
る
原

典
は
、
や
は
り
『
天
主
実
義
』
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
今
日
ま
で
、
『
天
主
実
義
』
全
体
の
完
全
な
口
語
訳
は
作
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
以
下
に
現
代
語
訳
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
首
篇
を
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
同
じ
く
リ
ッ
チ
が
著
し
た
『
崎
人
十

篇
』
の
内
容
と
の
比
較
も
重
要
で
あ
る
が
、
今
回
は
触
れ
ず
、
別
稿
に
譲
る
。

【
註
釈
】

（1
）
以
下
の
諸
論
考
を
参
照
。

平
川
祐
弘
著
『
マ
ツ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
伝
』
（
「
東
洋
文
庫
」
平
凡
社
、
一
九
六
九
）
。

向
上
「
北
京
に
お
け
る
マ
ツ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
」

ω
l
同
（
丸
善
『
学
燈
』
、
一
九
八
二
｜
一
一
一
l

一
九
八
三
l
一一一）。

向
上
「
東
西
思
想
史
上
の
マ
ッ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
」

ω
l
同
（
向
上
、
一
九
八
七
l
一
1
一
九
八
七
｜
一
二
三

同
上
「
利
璃
賓
の
余
波
と
リ
ッ
チ
の
余
波
」

ωi附
（
向
上
、
一
九
八
九
l
一
1
一
九
八
九
｜
九
三

小
野
忠
重
編
『
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
と
支
那
の
科
学
』
（
双
林
社
、
一
九
四
四
）
。

拙
稿
「
『
天
主
実
義
』
の
成
立
」
（
『
哲
学
年
報
』
第
五
十
一
輯
、
一
九
九
二
）
、
「
天
主
教
と
朱
子
学
｜
『
天
主
実
義
』
第
二
篇
を
中
心
と
し
て
l
」
（
同

（

2）
 



『天主実義jの研究（→

上
第
五
十
二
輯
、
一
九
九
一
一
一
）
を
参
照
。
関
連
す
る
従
来
の
研
究
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

佐
伯
好
郎
著
支
那
基
督
教
の
研
究
』

3

（
前
理
。

後
藤
基
巳
著
『
天
主
実
義
』
（
前
掲
）
。

吉
田
公
平
「
利
璃
賓
の
『
天
主
実
義
』
に
つ
い
て
」
（
『
神
観
念
の
比
較
文
化
論
的
研
窪
講
談
社
、
一
九
八
二
。

福
島
仁
三
新
編
天
主
実
醤
と
そ
の
改
訂
に
関
す
る
資
料
の
諸
問
題
」
（
「
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
議
集
」
哲
学
宣
言
可
一
九
八
七
）
。

顧
保
鵠
著
「
天
主
賓
義
校
勘
記
」
（
国
防
研
究
院
版
『
天
主
賞
義
一
面
代
序
、
一
九
六
七
）
。

方
豪
著
「
天
主
賓
義
之
改
鼠
」
（
『
方
豪
六
十
自
定
縞
』
下
冊
）
。

黄
嫡
炎
著
「
利
璃
賓
的
神
学
著
作
《
天
主
賓
義
簡
介
」
（
『
世
墨
－
邪
教
資
料
』
一
九
八
二
）
。

（3
）
前
記
以
外
、
次
の
諸
論
考
を
参
照
。

羅
党
著
『
利
蒋
賓
停
』
（
台
湾
学
生
害
局
、
一
九
七
九
）
。

劉
俊
徐
・
王
玉
川
訳
詞
薦
賓
全
集
』
1
利
蒋
賓
中
国
伝
教
史
《
上
》
（
台
湾
光
啓
出
版
社
、
一
九
人
六
）
。

向

上

向

上

2

同

上

《

下

》

（

向

上

）

。

羅

漁

訳

向

上

3

利
璃
賓
書
信
集
《
上
》
（
向
上
）
。

向

上

向

上

4

向

上

〈

下

V

（向上）。

存
奉
事
社
編
集
『
利
璃
賓
研
究
論
集
』
（
忠
実
書
店
、
一
九
七
一
）
。

義
舟
著
「
利
璃
賓
在
中
国
」
（
『
旅
誹
』
一
九
八
O
｜
三
）
。

楓
雲
著
「
利
蒋
賓
与
《
万
圏
全
図
》
」
（
向
上
）
。

王
慶
余
著
「
利
璃
賓
｜
近
代
西
方
文
化
使
者
」
（
『
百
科
知
識
』
一
九
八
O
｜
三
）
。

謝
方
著
「
利
務
費
及
其
訳
箸
」
（
『
学
林
漫
録
』
一
九
八
一
｜
三
）
。

孫
尚
揚
著
『
明
末
天
主
教
奥
儒
拳
的
究
流
和
衝
窒
（
・
文
津
出
版
社
、
一
九
九
二
）
。

【
凡
例
】

一
、
底
本
は
、
学
生
書
局
「
中
国
史
学
叢
書
」
所
収
明
版
影
印
本
『
天
学
初
函
』
に
よ
る
。

二
、
便
宜
上
、
中
士
と
西
士
の
各
発
言
の
冒
頭
に
、
順
に
番
号
を
付
し
た
。
中
士
が
奇
数
、
西
土
が
偶
数
と
な
る
。

三
、
訳
語
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
点
に
注
意
し
た
。

七



七

ω
「
天
主
」
は
、
現
在
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
は
「
神
」
と
訳
す
が
、
原
語
の
ま
ま
用
い
た
。

ω
「
中
士
」
は
中
国
の
士
大
夫
聞
ち
儒
学
者
を
、
「
西
士
」
は
西
洋
の
学
者
即
ち
修
道
士
、
つ
ま
り
リ
ッ
チ
を
指
す
が
、
煩
演
に
な
る
の
で

原
語
の
ま
ま
用
い
た
。

ω儒
学
、
殊
に
朱
子
学
の
概
念
・
用
語
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
用
い
た
が
、
必
要
に
応
じ
て
説
明
を
施
し
た
。

ωそ
の
他
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
平
易
な
現
代
語
表
記
を
心
掛
け
た
。

四
、
訳
文
中
、
〔
〕
は
原
文
に
な
い
語
を
補
っ
た
と
こ
ろ
を
、
（
）
は
説
明
を
施
し
た
と
こ
ろ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。

五
、
口
語
訳
に
当
つ
て
は
、
前
記
の
注
釈
害
等
を
参
考
に
し
た
が
、
特
別
な
場
合
を
除
き
、
一
々
注
記
は
し
な
か
っ
た
。

現
代
語
訳

『
天
主
実
義
』

上
巻

首
篇
「
天
主
が
天
地
万
物
を
創
造
し
て
、
そ
れ
ら
を
主
宰
し
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」

｛

1
）

い

と

な

み

（

2
）

中
士
が
言
っ
た
、
「
そ
も
そ
も
自
己
を
修
養
す
る
学
は
、
世
間
の
人
々
が
尊
ぶ
功
業
で
す
。
誰
で
も
烏
や
獣
の
よ
う
に
た
だ
生
命
を

持
っ
て
い
る
だ
け
で
よ
い
と
思
わ
な
い
者
は
、
必
ず
自
己
を
修
養
す
る
学
に
力
を
尽
く
す
も
の
で
す
。
自
己
を
修
養
す
る
と
い
う
功
業
が

完
成
し
て
こ
そ
、
君
子
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
〔
そ
う
で
な
け
れ
ば
〕
他
の
能
力
が
ど
ん
な
に
優
れ
て
い
て
も
、
結
局
小
人
で
あ
る

こ
と
を
免
れ
ま
せ
ん
。
〔
自
己
を
修
養
し
て
〕
徳
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
真
の
幸
福
で
、
徳
の
な
い
幸
福
を
誤
っ
て
幸
福
と
言
っ
て

も
、
実
際
は
災
禍
が
あ
る
だ
け
で
す
。
世
間
の
人
々
が
道
を
歩
く
の
は
、
ど
こ
か
に
到
達
す
る
た
め
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
道
を
整
備

す
る
の
は
、
そ
の
道
自
体
の
た
め
で
は
な
く
、
そ
の
道
の
到
達
点
の
た
め
で
す
。
自
己
を
修
養
す
る
と
い
う
私
の
道
は
、
一
体
ど
こ
に
到

達
す
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
世
で
到
達
す
る
所
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
明
ら
か
で
す
が
、
死
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

で
あ
る
か
解
り
ま
せ
ん
。
先
生
は
世
界
を
巡
っ
て
天
主
の
教
え
の
根
本
を
語
り
伝
え
て
、
人
々
が
善
を
行
う
よ
う
導
い
て
お
ら
れ
る
そ
う



で
す
が
、
ど
う
か
御
指
教
を
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
」
と
。

2 

西
士
が
答
え
て
言
っ
た
、
「
お
言
葉
は
感
謝
し
ま
す
が
、
天
主
の
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね
に
な
り
た
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と3 

中
士
が
言
っ
た
、
「
あ
な
た
の
教
え
（
天
主
教
）

一
言
二
言
で
言
い
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
聞

は
、
道
理
が
深
遠
で
あ
っ
て
、

き
ま
す
。
た
だ
、
あ
な
た
の
お
国
で
は
も
っ
ぱ
ら
天
主
を
信
奉
し
、
天
主
は
天
地
万
物
を
創
造
し
こ
れ
を
主
宰
し
維
持
す
る
方
で
あ
る
と

述
べ
て
い
ま
す
。
〔
中
国
人
で
あ
る
〕
私
は
、
〔
そ
の
こ
と
に
〕
聞
き
慣
れ
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
〔
中
国
の
〕
先
賢
が
全
く
語
っ
て
い
な
い

こ
と
で
す
。
ど
う
か
〔
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
〕
私
に
教
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
。

西
土
が
言
っ
た
、
「
天
主
の
教
え
は
一
人
と
か
一
家
と
か
一
国
と
か
の
教
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
西
か
ら
東
ま
で
、
諸
大
国
は
皆
こ

4 の
教
え
を
習
い
守
っ
て
い
ま
す
。
聖
人
や
賢
人
が
伝
え
て
き
た
こ
と
は
、
天
主
が
天
地
を
創
造
し
人
類
や
諸
物
を
生
み
出
し
て
か
ら
今
日

ま
で
、
聖
書
や
〔
そ
の
〕
註
解
で
も
っ
て
伝
承
し
て
き
た
こ
と
で
、
疑
い
の
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
あ
な
た
の
国
（
中
国
）
の
学

者
（
儒
者
）
は
他
の
国
に
行
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
の
国
や
地
域
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
の
言
語
を
理
解
し
て
、

そ
こ
の
人
間
や
諸
物
に
つ
い
て
熟
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
、
天
主
の
普
遍
的
な
教
え
を
翻
訳
し
、
そ
れ
が
真
実
の
教
え
で
あ

『天主実義』の研究←）

る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
〔
た
だ
し
〕
信
者
の
数
が
多
く
賢
い
こ
と
と
か
、
聖
書
や
〔
そ
の
〕
註
解
の
内
容
な
ど
に
は
取
り

あ
え
ず
触
れ
ず
、
先
ず
拠
り
所
と
な
る
道
理
を
挙
げ
て
見
ま
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
人
が
烏
や
獣
と
異
な
る
最
大
の
理
由
は
、
知
性
に
あ
り

ま
す
。
知
性
は
物
事
の
是
非
を
判
断
し
、
真
偽
を
弁
別
す
る
も
の
で
、
道
理
を
欠
い
た
も
の
で
欺
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
鳥
や
獣
は
、

知
覚
し
た
り
運
動
し
た
り
す
る
点
は
人
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
愚
昧
で
あ
っ
て
物
事
の
因
果
や
内
外
の
道
理
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
飲
食
し
た
り
、
時
期
が
来
る
と
交
配
し
て
同
類
を
繁
殖
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
す
る
だ
け
で
す
。
人
は

万
物
を
超
越
し
て
お
り
、
そ
の
内
面
に
霊
魂
を
備
え
、
外
に
あ
る
物
事
の
道
理
を
見
分
け
、
現
象
を
観
察
し
て
は
、
そ
の
原
理
を
認
識
し
、

現
状
を
捉
え
て
は
、
そ
の
原
因
を
知
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
世
の
苦
労
を
厭
わ
ず
に
専
心
努
力
し
て
道
を
修
め
、
死
後
の
永
遠
の
安
楽

七
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を
得
ょ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
知
性
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
む
り
や
り
真
実
で
な
い
も
の
に
従
わ
せ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
〔
知
性
が
明
ら
か
に
し
た
〕
道
理
か
ら
し
て
真
実
で
あ
る
も
の
に
対
し
て
、
私
は
そ
れ
を
真
実
で
あ
る
も
の
と
し
な
い

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
し
、
虚
偽
で
あ
る
も
の
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
虚
偽
で
あ
る
も
の
と
し
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
知
性
の
自

分
自
身
に
対
す
る
関
係
は
、
太
陽
が
世
界
に
対
し
て
す
べ
て
の
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
知
性
が
正
し
い
と
す
る
道
理

幸
一
草

を
捨
て
て
、
他
人
が
伝
え
る
も
の
に
従
う
の
は
、
何
か
を
探
し
求
め
る
の
に
、
光
を
遮
っ
て
、
と
も
し
び
を
持
っ
て
く
る
よ
う
な
も
の

で
す
。
今
、
あ
な
た
が
天
主
の
教
え
の
根
本
を
聞
こ
う
と
さ
れ
る
な
ら
ば
、
私
は
ず
ば
り
こ
の
道
理
を
も
っ
て
答
え
ま
し
ょ
う
。
ひ
た
す

ら
道
理
に
よ
っ
て
解
析
し
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
異
議
が
あ
っ
て
も
、
分
析
を
尽
く
し
て
自
分
を
欺
く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
天
主
の
正
し
い
道
理
、
普
遍
的
な
事
柄
を
論
ず
る
こ
と
で
す
か
ら
、
個
人
的
な
謙
遜
で
や
め
る
訳
に
は
い
か
な
い
こ
と
で

す
」
と
。中

士
が
言
っ
た
、
「
ど
う
し
て
問
題
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
鳥
は
翼
を
使
っ
て
山
や
林
を
朔
ぴ
ま
わ
り
ま
す
。
人
は
道
理
を
受
け
て

物
事
を
窮
め
ま
す
。
だ
か
ら
、
議
論
は
専
ら
道
理
を
尊
ぶ
も
の
で
す
。
道
理
の
本
質
と
作
用
は
非
常
に
広
く
、
聖
人
や
賢
人
で
も
理
解
で

5 き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
国
の
中
に
は
解
る
者
が
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、

く
て
も
、
千
国
の
人
の
中
に
は
解
る
者
が
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
君
子
は
道
理
を
根
本
と
し
ま
す
。
道
理
が
あ
れ
ば

順
調
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
道
理
が
な
け
れ
ば
順
調
に
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
誰
が
こ
の
こ
と
に
異
議
を
唱
え
ま
し
ょ
う
」
と
。

西
士
が
言
っ
た
、
「
あ
な
た
は
先
ず
天
地
万
物
を
創
造
し
、
常
に
こ
れ
を
主
宰
す
る
者
に
つ
い
て
、
質
問
な
さ
い
ま
し
た
。
私
は
世

一
人
で
は
解
ら
な
く
て
も
、

一
国
で
は
誰
も
解
ら
な

〔
も
の
ご
と
は
〕

6 の
中
に
こ
れ
よ
り
明
白
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
誰
で
も
目
を
上
げ
て
天
を
観
ま
す
し
、
そ
の
際
、
黙
っ
て
『
天
の
中
に
は
き
っ
と

こ
れ
を
主
宰
す
る
者
が
い
る
に
違
い
な
い
」
と
感
嘆
し
な
い
者
は
い
ま
せ
ん
。
そ
の
『
主
宰
す
る
者
』
こ
そ
天
主
で
す
。
西
方
の
我
々
の

（

8
）
 

国
で
『
デ
ウ
ス
』
と
呼
ん
で
い
る
方
が
そ
れ
で
す
。
あ
な
た
の
た
め
に
、
こ
こ
で
特
に
二
、
三
の
理
由
を
挙
げ
て
そ
の
こ
と
を
証
明
し
ま

し
ょ
、
っ
。



第
一
の
証
明
。
学
ば
な
い
で
も
〔
自
然
に
〕
で
き
る
能
力
を
良
能
と
言
い
ま
す
。
今
、
世
界
中
の
国
〔
の
人
々
〕
に
は
そ
れ
ぞ
れ
自
然

の
心
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
互
い
に
教
え
あ
わ
な
く
て
も
皆
、
最
高
に
尊
い
唯
一
の
も
の
を
敬
い
ま
す
。
災
難
に
遭
っ
た
者
は
、
慈
愛
深

い
父
母
を
求
め
る
よ
う
に
、
悲
し
み
叫
ん
で
〔
最
高
に
尊
い
も
の
に
〕
救
け
を
求
め
ま
す
。
悪
を
行
う
者
は
、
敵
国
を
怖
れ
る
よ
う
に
、

び
く
び
く
し
て
〔
最
高
に
尊
い
も
の
に
〕
怖
れ
お
の
の
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
最
高
に
尊
い
も
の
が
存
在
し
て
世
の
中
の
人
々
の
心
を
支
配

し
、
自
然
に
尊
ぶ
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
に
違
い
な
い
の
で
す
。

第
二
の
証
明
。
魂
も
な
く
知
覚
も
な
い
物
は
、
本
来
の
居
場
所
か
ら
、
一
定
の
法
則
に
従
っ
て
自
分
で
移
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
定
の
法
則
に
従
っ
て
動
く
に
は
、
必
ず
知
性
を
持
っ
た
も
の
の
外
か
ら
の
助
け
を
借
り
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
も
し
石
を

空
に
向
っ
て
投
げ
た
り
、
水
の
上
に
置
い
た
り
し
た
ら
、
石
は
必
ず
下
に
向
っ
て
地
に
落
下
し
、
そ
れ
以
上
動
き
ま
せ
ん
。
石
は
も
と
も

と
落
下
す
る
も
の
で
、
空
と
水
は
石
の
本
来
の
居
場
所
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
風
が
大
地
よ
り
吹
き
起
こ
る
の
は
、
本
来
の
場
所
か
ら
自

分
で
動
く
も
の
で
す
。
し
か
し
、
〔
そ
れ
は
〕
偶
然
や
目
茶
苦
茶
な
動
き
で
あ
っ
て
、
一
定
の
法
則
に
従
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

太
陽
や
月
や
星
は
天
空
に
並
ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
天
空
を
本
来
の
居
場
所
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
魂
も
な
く
知
覚
も
な

い
も
の
で
す
。
今
、
上
天
は
東
か
ら
巡
り
、
太
陽
や
月
や
星
の
天
空
は
西
か
ら
巡
っ
て
こ
れ
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
進
み
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
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法
則
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
安
定
し
て
お
り
、
い
さ
さ
か
も
ず
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
尊
い
主
宰
者
が
天
空
に
お
い
て

〔
太
陽
や
月
や
星
の
運
行
を
〕
秩
序
正
し
く
主
宰
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
乱
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
舟
が
川

や
海
を
航
行
す
る
際
、
上
か
ら
強
風
、
下
か
ら
大
渡
が
や
っ
て
き
て
も
、
転
覆
の
怖
れ
が
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
。
〔
そ
れ
は
、
そ
こ
に
〕

か
じ

人
の
姿
は
見
え
な
く
て
も
、
舟
の
中
に
舵
を
執
る
勝
れ
た
船
頭
が
い
て
、
梓
を
さ
し
て
舟
を
操
り
、
し
っ
か
り
舟
を
持
ち
こ
た
え
さ
せ
て

い
る
の
で
、
流
れ
に
乗
っ
て
無
事
に
運
航
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
知
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

第
三
の
証
明
。
動
物
に
は
本
来
知
覚
は
備
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
霊
性
は
備
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
霊
性
を
持
つ
者
の
よ
う
に
行
動
す
る
場

合
が
あ
る
の
は
、
霊
性
を
持
つ
者
が
そ
れ
を
導
き
動
か
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
試
し
に
烏
や
獣
の
類
を
観
て
み
る
と
、
〔
そ
れ
ら
は
〕
も

七
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と
も
と
頑
迷
で
霊
性
を
持
ち
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
餓
え
て
は
食
べ
も
の
を
、
渇
い
て
は
飲
み
も
の
を
求
め
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
い
ぐ

る
み
を
畏
れ
て
は
大
空
に
舞
い
上
が
り
、
毘
に
驚
い
て
は
山
沢
に
逃
げ
込
み
ま
す
。
〔
ま
た
、
我
が
子
に
〕
食
べ
も
の
を
口
移
し
に
与
え

た
り
、
足
を
か
が
め
て
乳
を
飲
ま
せ
た
り
し
ま
す
。
〔
こ
の
よ
う
に
し
て
〕
す
べ
て
我
が
身
の
安
全
を
守
っ
て
子
を
育
て
、
危
害
を
防
い

で
利
益
を
守
る
こ
と
は
、
霊
性
を
持
つ
者
と
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
き
っ
と
尊
い
主
宰
者
が
存
在
し
て
、
秘
か
に

彼
ら
に
教
え
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
に
で
き
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
目
の
前
を
何
万
何
千
本
と
い
う
矢
が
飛
ん
で
行
き
、

つ
る

す
べ
て
が
的
に
命
中
す
る
の
を
見
た
ら
、
直
接
弓
の
弦
を
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
い
な
く
て
も
、
必
ず
〔
そ
こ
に
〕
弓
の
名
手
が
い
て
矢

を
発
じ
て
お
り
、
だ
か
ら
的
か
ら
外
れ
る
こ
と
が
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
解
る
よ
う
な
も
の
で
す
」
と
。

中
士
が
言
っ
た
、
「
天
地
の
聞
の
物
は
、
数
も
多
く
複
雑
で
す
が
、
確
か
に
主
宰
す
る
も
の
が
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
主
宰

者
が
万
物
を
創
造
し
変
化
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
証
明
で
き
ま
す
か
」
と
。

7 

西
士
が
言
っ
た
、
「
お
よ
そ
こ
の
世
の
多
く
の
事
柄
は
、
造
物
者
に
よ
っ
て
主
宰
さ
れ
て
い
ま
す
。
〔
万
物
そ
れ
ぞ
れ
の
〕
道
理
は

別
々
の
よ
う
で
す
が
、
万
物
を
創
造
し
た
根
源
を
論
じ
る
な
ら
ば
、
決
し
て
別
々
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
ま
た
二
、
一
二
の
理
由
を
挙
げ
て
解
明
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

8 
第
一
の
証
明
。
お
よ
そ
物
は
自
分
で

の
で
す
。
楼
台
や
屋
敷
は
自
分
で
〔
自
分
を
〕
作
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
常
に
大
工
の
手
に
よ
っ
て
出
来
上
が
る
も
の
で
す
。
こ
の
こ

と
が
解
れ
ば
、
天
地
が
自
分
〔
の
力
〕
で
出
来
上
が
る
こ
と
は
な
く
、
必
ず
〔
そ
れ
を
〕
作
る
も
の
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
解
り
ま

す
。
そ
の
〔
外
に
あ
っ
て
〕
作
る
も
の
こ
そ
が
私
の
言
う
天
主
で
す
。
た
と
え
ば
、
銅
で
鋳
造
し
た
小
さ
な
球
に
、
太
陽
や
月
や
星
座
、

〔
自
分
に
〕
成
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
〔
自
分
の
〕
外
に
作
る
も
の
が
い
て
、
成
り
立
つ

山
や
海
や
万
物
が
す
べ
て
備
わ
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
勝
れ
た
職
人
が
そ
の
銅
を
鋳
造
し
た
の
で
な
け
れ
ば
、
自
分
で
出
来
上
が

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、
天
地
の
よ
う
な
大
き
な
も
の
に
お
い
て
は
、
昼
と
夜
が
運
り
行
き
、
太
陽
や
月
が
光
り
輝
き
、
星
座

が
広
が
り
、
山
は
草
木
を
生
じ
、
海
は
魚
種
を
育
み
、
海
水
は
月
の
満
ち
欠
け
に
従
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
あ
っ
て
人
類
は
万
物
に



抜
き
ん
で
て
聡
明
で
あ
り
ま
す
。

一
体
誰
が
自
分
で
こ
の
よ
う
に
成
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
も
し
、
自
分
で
自
分
を
作
る
も
の
が

あ
る
と
し
た
ら
、
き
っ
と
先
ず
自
分
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
〔
そ
れ
が
〕
自
分
を
作
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
す
で
に
自
分
と
い
う
も

の
が
あ
る
な
ら
、
ど
う
し
て

〔
ま
た
〕
自
分
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
も
し
最
初
に
自
分
と
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
、
自
分
を

作
る
も
の
は
自
分
で
な
い
は
ず
で
す
。
で
す
か
ら
、
物
は
自
分
で
〔
自
分
に
〕
成
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

第
二
の
証
明
。
物
は
元
来
霊
性
を
持
ち
ま
せ
ん
が
、
秩
序
正
し
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
秩
序
正
し
く
存
在
さ
せ
て
い
る
も

の
が
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
屋
敷
を
見
る
と
、
前
に
は
門
が
あ
っ
て
人
が
出
入
り
し
、
後
に
は
莱
園
が
あ
っ
て
花
や
果

樹
が
植
え
て
あ
り
、
中
央
に
は
庭
園
が
あ
っ
て
賓
客
を
も
て
な
し
、
両
側
に
は
寝
室
の
た
め
の
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
〔
そ
し
て
、
そ
の
屋

敷
は
〕
下
に
は
太
い
柱
が
あ
っ
て
棟
木
と
梁
を
支
え
、
上
に
は
茅
ぶ
き
の
屋
根
が
あ
っ
て
風
雨
を
防
い
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ

れ
が
丁
度
良
い
よ
う
な
在
り
方
に
な
っ
て
い
て
こ
そ
、
家
の
主
人
が
快
適
に
住
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
屋
敷
は
必
ず
腕
の
良

い
大
工
が
建
築
し
て
こ
そ
出
来
上
が
る
の
で
す
。
ま
た
、
銅
版
印
刷
の
活
字
〔
に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
た
文
章
〕
を
見
る
と
、
も
と
も
と
は

一
つ
ず
つ
の
文
字
で
す
が
、
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
つ
の
匂
が
で
き
、
〔
そ
の
句
が
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
〕

一
篇
の
文
章
を
構

成
し
て
い
ま
す
。
も
し
優
れ
た
学
者
が
そ
の
文
字
を
配
列
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
自
然
に
合
わ
さ
〔
っ
て
句
や
文
章
を
作
り
上
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げ
〕
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
以
上
の
こ
と
か
ら
次
の
こ
と
が
解
り
ま
す
。
天
地
万
物
に
は
、
す
べ
て
秩
序
正
し
く
存
在
す
る
た
め

の
き
ち
ん
と
定
ま
っ
た
道
理
が
備
わ
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
内
実
と
形
体
を
も
ち
、
増
減
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。

そ
も
そ
も
天
は
高
く
明
る
く
上
か
ら
〔
万
物
を
〕
覆
い
、
地
は
広
く
厚
く
下
か
ら
〔
万
物
を
〕
支
え
ま
す
。
分
け
れ
ば
天
地
（
乾
坤
）

の
両
儀
で
、
合
わ
せ
れ
ば
宇
宙
で
す
。
星
座
〔
を
載
せ
て
い
る
と
こ
ろ
〕
の
天
は
日
月
〔
を
載
せ
て
い
る
と
こ
ろ
〕
の
天
よ
り
高
く
、
日

月
〔
を
載
せ
て
い
る
と
こ
ろ
〕
の
天
は
火
を
包
み
、
火
は
気
を
包
み
、
気
は
水
と
地
〔
の
上
〕
に
浮
か
び
、
水
は
地
の
上
を
流
れ
て
い
ま

す
。
地
は
中
央
に
あ
っ
て
四
季
が
運
り
行
き
、
動
植
物
を
生
み
、
水
は
魚
や
亀
や
水
性
動
物
を
養
い
、
気
は
鳥
や
獣
を
育
み
、
火
は
地
上

の
も
の
を
暖
め
ま
す
。
我
々
人
類
は
動
物
の
中
か
ら
抜
き
ん
で
て
、

そ
の
霊
性
は
万
物
を
超
え
て
最
高
で
す
。
五
常
の
徳
（
仁
・
義
・

七
七



七
人

札
・
智
・
信
）
を
備
え
て
万
物
を
司
り
、
多
く
の
骨
を
持
っ
て
自
分
の
体
を
支
え
、
目
で
五
つ
の
色
（
青
・
黄
・
赤
・
白
・
黒
）
を
視
わ

け
、
耳
で
五
つ
の
音
（
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
）
を
聴
き
わ
け
、
鼻
で
さ
ま
ざ
ま
な
臭
い
を
嘆
ぎ
わ
け
、
舌
で
五
つ
の
味
（
辛
・
酸
・

鹸
・
苦
・
甘
）
を
味
わ
い
、
手
で
〔
も
の
を
〕
持
ち
、
足
で
〔
地
の
上
を
〕
歩
き
、
血
液
や
五
臓
（
心
臓
・
腎
臓
・
肺
・
肝
臓
・
牌
臓
）

〔
の
働
き
〕
で
生
命
を
養
い
ま
す
。

人
間
よ
り
下
等
な
鳥
や
獣
や
魚
介
類
と
な
る
と
、
霊
性
を
持
た
な
い
の
で
、
人
と
違
っ
て
自
分
で
必
要
な
こ
と
に
対
処
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
毛
度
や
羽
や
鱗
や
甲
羅
な
ど
を
備
え
て
、
衣
服
と
し
て
体
を
覆
い
ま
す
。
〔
ま
た
〕
鋭
い
爪

ひ

ず

め

く

ち

ば

し

や
尖
っ
た
角
、
固
い
蹄
や
長
い
牙
、
強
い
鳴
や
猛
毒
な
ど
を
備
え
て
、
武
器
と
し
て
害
を
及
ぼ
す
敵
に
当
り
ま
す
。
ま
た
更
に
、
教

え
ら
れ
ず
に
自
分
を
傷
つ
け
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
判
断
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
鶏
や
鴨
は
鷹
を
避
け
ま
す
が
、
孔
雀
を
避
け
よ
う

と
は
し
ま
せ
ん
。
羊
は
山
犬
や
狼
を
怖
れ
ま
す
が
、
牛
や
馬
を
恐
が
り
は
し
ま
せ
ん
。
鷹
や
山
犬
や
狼
が
大
き
く
て
孔
雀
や
牛
や
馬
が
小

さ
い
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
自
分
を
傷
つ
け
る
か
ど
う
か
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

ま
た
更
に
下
等
な
草
や
木
に
な
る
と
、
自
分
を
護
り
果
実
や
種
子
を
保
護
し
て
鳥
や
獣
の
災
い
に
備
え
る
と
い
う
知
覚
能
力
が
あ
り
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
生
育
す
る
時
に
刺
や
皮
や
〔
種
子
の
〕
外
皮
や
綿
を
生
じ
た
り
し
ま
す
し
、
す
べ
て
の
植
物
が
枝
葉
で
覆
わ
れ
て
い
ま

す
。
〔
以
上
の
よ
う
に
〕
世
の
中
の
も
の
を
推
し
は
か
つ
て
み
ま
す
と
、
秩
序
正
し
く
配
置
さ
れ
、
順
序
や
法
則
が
あ
り
ま
す
。
最
初
に

最
高
の
霊
性
を
備
え
た
主
宰
者
が
そ
れ
ら
の
性
質
を
付
与
し
た
の
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
所
を
得
て
、
天
地
の
聞
に
ゆ
っ

た
り
と
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。

第
三
の
証
明
。
諸
物
が
生
ま
れ
る
際
の
形
体
と
性
質
に
つ
い
て
論
じ
る
な
ら
ば
、
胎
生
や
卵
生
、
ま
た
種
子
に
由
る
も
の
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、

い
ず
れ
も
自
分
で
自
分
を
作
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
胎
や
卵
や
種
子
も
や
は
り
一
つ
の
も
の
で
す
。
必
ず
〔
そ
れ
ら
を
〕
最

初
に
生
み
な
す
も
の
が
あ
っ
て
こ
そ
、
他
の
物
を
生
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
〔
そ
れ
ら
は
〕
果
た
し
て
何
か
ら
生
じ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
必
ず
種
類
ご
と
の
始
祖
に
遡
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
〔
そ
う
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
の
も
の
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は
〕
そ
の
同
類
の
も
の
が
生
み
な
し
た
の
で
は
な
く
、
最
初
に
〔
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
と
は
異
な
る
〕
特
別
な
種
類
の
も
の
が
存
在
し
て
、

様
々
な
種
類
の
物
を
生
み
な
し
た
の
で

〔
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
〕
す
。
そ
れ
が
私
の
言
う
天
主
に
他
な
り
ま
せ
ん
」
と
。

9 

中
士
が
言
っ
た
、
「
万
物
に
は
そ
れ
を
生
み
な
す
始
源
者
が
存
在
し
、
先
生
は
そ
れ
を
天
主
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
一
体
そ

の
天
主
は
誰
に
よ
っ
て
生
み
な
さ
れ
た
の
で
す
か
」
と
。

10 

西
士
が
言
っ
た
、
「
天
主
と
い
う
呼
び
名
は
、
万
物
の
根
源
を
意
味
し
ま
す
。
も
し
何
か
に
よ
っ
て
生
み
な
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
天
主
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
始
ま
り
が
あ
り
終
わ
り
が
あ
る
も
の
は
、
鳥
や
獣
や
草
や
木
が
そ
れ
で
す
。
始
ま
り
が
あ
り
終

わ
り
が
な
い
の
は
、
天
地
や
鬼
神
や
人
の
霊
魂
が
そ
れ
で
す
。
天
主
と
い
う
も
の
は
、
始
ま
り
も
な
く
終
わ
り
も
な
く
、
万
物
の
始
源
、

万
物
の
根
源
と
な
る
も
の
で
す
。
天
主
が
な
け
れ
ば
万
物
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
万
物
が
天
主
に
よ
っ
て
生
み
な
さ
れ
る
も
の
で
、
天
主
は

何
か
に
よ
っ
て
生
み
な
さ
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
。

中
士
が
言
っ
た
、
「
物
が
最
初
に
生
じ
る
の
は
天
主
に
よ
る
と
い
う
こ
と
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
見
て
み

る
と
、
人
は
人
か
ら
生
ま
れ
、
動
物
は
動
物
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
す
べ
て
の
物
は
皆
そ
う
で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
物
は
そ
れ
自
体
で
物

11 と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
天
主
と
は
何
の
関
係
も
な
い
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
。

西
士
が
言
っ
た
、
「
天
主
が
物
を
生
み
な
す
と
い
う
の
は
、
最
初
に
そ
の
物
の
始
祖
を
生
み
な
す
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
始

祖
が
生
ま
れ
る
と
、
そ
の
始
祖
が
自
分
で
〔
子
孫
を
〕
生
ん
で
い
く
の
で
す
。
今
、
〔
あ
な
た
が
言
わ
れ
る
〕
物
が
物
を
生
み
な
す
と
い

12 う
の
は
、
人
が
人
を
生
み
な
す
の
と
同
じ
で
、
天
が
人
を
用
い
て

〔
人
を
生
み
な
し
て
〕

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
を
生
み
な
す
も
の
は
天

の
こ
ぎ
り
た
が
包

た
と
え
ば
、
鋸
や
撃
は
器
具
を
造
る
こ
と
が
で
き
ま
す

主
で
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
〔
物
を
生
み
な
す
の
も
同
様
で
す
。
〕

が
、
ど
ち
ら
も
大
工
が
使
う
こ
と
に
よ
っ
て

〔
で
き
る
の
〕

で
す
。
器
具
を
造
る
の
は
鋸
や
撃
で
あ
っ
て
、
大
工
で
は
な
い
な
ど
と
誰
が

言
え
ま
し
ょ
う
。
先
ず
物
の
存
在
原
因
に
つ
い
て
説
明
す
れ
ば
、
そ
の
道
理
は
お
の
ず
と
明
ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。

物
の
存
在
原
因
に
つ
い
て
論
じ
る
な
ら
ば
、
四
つ
あ
り
ま
す
。
四
つ
の
も
の
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
始
動
因
（
作
者
）
と
形
相
因
（
模

七
九
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者
）
と
質
量
因
（
質
者
）
と
目
的
因
（
為
者
）
で
す
。
そ
も
そ
も
、
始
動
因
と
は
、
そ
の
物
を
造
っ
て
そ
の
物
と
す
る
も
の
で
す
。
形
相

か
た
ど

因
と
は
、
そ
の
物
を
象
り
、
類
別
し
、
他
の
種
類
の
物
か
ら
区
別
す
る
も
の
で
す
。
質
量
因
と
は
、
そ
の
物
の
固
有
の
性
質
で
、
形
相

因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。
目
的
因
と
は
、
そ
の
物
の
目
的
や
作
用
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
〔
四
つ
の
〕
こ
と
は
、
仕

わ
だ
ち

事
に
お
い
て
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
車
の
場
合
だ
と
、
車
大
工
が
始
動
因
、
轍
が
形
相
因
、
木
材
が
質
量
因
で
、

人
を
乗
せ
る
た
め
と
い
う
の
が
目
的
因
で
す
。
ま
た
、
物
を
作
り
出
す
こ
と
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
火
の
場
合

だ
と
、
火
を
起
こ
す
〔
た
め
の
〕
基
に
な
る
火
が
始
動
因
、
熱
気
や
乾
気
が
形
相
因
、
薪
や
柴
が
質
量
因
で
、
物
を
焼
い
た
り
煮
た
り
す

る
た
め
と
い
う
の
が
目
的
因
で
す
。
世
の
中
に
は
、
こ
の
四
原
因
を
も
っ
て
い
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
四
原
因
の
う
ち
、
形
相
因
と

質
量
因
の
二
原
因
は
物
に
内
在
し
、
物
の
本
質
と
な
り
ま
す
。
陰
陽
と
言
わ
れ
る
も
の
は
そ
う
で
す
。
始
動
因
と
目
的
因
の
二
原
因
は
物

の
外
に
存
在
し
、
物
を
超
越
し
て
お
り
、
物
の
本
質
と
な
り
え
ま
せ
ん
。

私
が
考
え
ま
す
に
、
天
主
は
物
の
存
在
原
因
で
す
。
た
だ
、
始
動
因
と
目
的
因
と
言
え
ま
す
が
、
形
相
因
と
質
量
因
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
天
主
は
津
然
一
体
の
も
の
で
、
ど
う
し
て
物
の
部
分
と
な
り
え
ま
し
ょ
う
。
始
動
因
と
目
的
因
と
い
う
存
在
原
因
を
論
じ
る
な

ら
ば
、
卑
近
か
高
遠
か
、
普
遍
的
か
個
別
的
か
の
区
別
が
あ
り
ま
す
。
普
遍
的
で
高
速
な
も
の
は
大
き
な
も
の
で
、
個
別
的
で
卑
近
な
も

の
は
小
さ
な
も
の
で
す
。
天
主
は
物
の
存
在
原
因
と
し
て
、
こ
の
上
も
な
く
普
遍
的
で
大
き
な
も
の
で
、
そ
れ
以
外
の
存
在
原
因
は
卑
近

で
個
別
的
で
小
さ
な
も
の
で
す
。
個
別
的
で
小
さ
な
も
の
は
、
普
遍
的
で
大
き
な
も
の
に
統
御
さ
れ
ま
す
。
そ
も
そ
も
両
親
は
子
供
の

〔
生
ま
れ
る
〕
原
因
で
す
。
父
母
と
呼
ぶ
と
、
卑
近
で
個
別
的
で
す
。
も
し
天
が
〔
万
物
を
〕
覆
い
地
が
〔
万
物
を
〕
載
せ
な
け
れ
ば
、

〔
両
親
は
〕
ど
う
し
て
子
供
を
生
む
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
も
し
天
主
が
天
と
地
を
掌
握
し
な
け
れ
ば
、
天
と
地
は
ど
う
し
て
万
物

を
生
み
育
む
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
天
主
は
も
と
よ
り
こ
の
上
も
な
く
最
上
最
大
の
存
在
原
因
で
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
吾
が
方
の
昔
の
学
者
は
、
〔
天
主
を
〕
す
べ
て
の
存
在
原
因
の
最
も
初
め
に
あ
る
存
在
原
因
と
し
た
の
で
す
」
と
。

13 

中
士
が
言
っ
た
、
「
こ
の
世
界
に
あ
る
物
は
、
数
も
多
く
種
類
も
異
な
っ
て
い
ま
す
。
〔
で
す
か
ら
〕

一
つ
の
も
の
か
ら
出
て
き
た
の



で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
黄
河
や
揚
子
江
が
そ
れ
ぞ
れ
水
源
が
別
々
に
あ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
今
、
天
主
は
唯
一
、
と
お

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
し
ょ
う
」
と
。

西
士
が
言
っ
た
、
「
物
の
個
別
的
な
根
源
は
も
ち
ろ
ん
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
〔
し
か
し
、
〕
物
の
普
遍
的
な
根
源
は

〔
一
つ
で
、
〕

14 別
々
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
物
の
普
遍
的
な
根
源
は
、
万
物
が
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
万
物
の
徳
性
を
具
有

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
〔
万
物
の
〕
徳
性
が
充
満
し
て
い
れ
ば
、
〔
他
の
物
か
ら
〕
超
然
と
し
て
お
り
、
こ
れ
を
超
え
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
し
、
天
地
の
聞
で
二
つ
の
尊
大
な
根
源
者
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
な
ら
ば
、

一
体
そ
の
二
つ
の
も
の
は
等
し
い
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
そ
う
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
、

〔
そ
の
二
つ
の
も
の
が
〕
等
し
い
の
で
な
い
な
ら
ば
、
必
ず
片

〔
他
の
物
よ
り
〕
微
小
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
徴
小
な
も
の
は
普
遍
的
に
尊
大
な
〔
根
源
〕
者
と
言
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
普

遍
的
に
尊
大
な
〔
根
源
〕
者
と
は
、
そ
れ
以
上
加
え
よ
う
の
な
い
、
偉
大
で
完
全
な
徳
を
備
え
た
も
の
で
す
。
〔
ま
た
、
〕
も
し
、
〔
そ
の

二
つ
の
も
の
が
〕
等
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
一
つ
で
既
に
十
分
で
、
ど
う
し
て
複
数
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

一
方
は

そ
れ
に
、
そ
も
そ
も
二
つ
の
尊
大
な
〔
根
源
〕
者
が
あ
れ
ば
、
奪
い
あ
っ
た
り
滅
ぼ
し
あ
っ
た
り
し
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
滅
ぼ

し
あ
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
の
能
力
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
完
全
で
こ
の
上
な
い
徳
を
備
え
た
尊
大
な
主
宰
者
と

言
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
、
奪
い
あ
い
滅
ぼ
し
あ
う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
奪
わ
れ
滅
ほ
さ
れ
る
も
の
は
、
天
主
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
か
っ
、
こ
の
世
の
中
の
物
は
、
極
め
て
多
く
満
ち
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。
も
し
、

『天主実義』の研究（ー）

一
つ
の
尊
大
な
〔
根
源
〕
者
が
そ
れ
ら
を
維
持
し

保
護
し
な
い
な
ら
ば
、
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
音
楽
を
立
派
に
編
成
す
る
の
に
、
楽
官
の
長
が
沢
山
の
楽
士
を

集
め
て
完
全
な
音
楽
を
構
成
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
音
響
は
絶
え
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

一
つ
の
家
に
は
た
だ
一
人

の
家
長
が
お
り
、

一
つ
の
国
に
は
た
だ
一
人
の
君
主
が
い
る
の
で
す
。
二
人
の
家
長
や
君
主
が
い
れ
ば
、
家
や
国
は
乱
れ
ま
す
。

人
の

人
に
は
一
つ
の
体
が
あ
り
、

一
つ
の
体
に
は
一
つ
の
頭
が
あ
り
ま
す
。
〔
体
や
頭
が
〕
二
つ
あ
れ
ば
、
こ
ん
な
奇
怪
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
次
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
天
地
の
聞
に
は
数
多
く
の
鬼
神
が
存
在
し
ま
す
が
、
唯
一
の
天
主
が
存
在
し
て
こ

J¥. 
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そ
天
地
や
人
や
物
を
創
造
し
、
常
に
こ
れ
を
主
宰
し
維
持
す
る
の
で
す
。
ど
う
し
て
お
疑
い
の
余
地
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
。

中
土
が
言
っ
た
、
「
ご
高
説
を
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
か
ら
に
は
、
ど
う
し
て
天
主
が
二
つ
と
な
い
尊
大
真
実
な
方
だ
と
い
う
こ
と
を

15 信
じ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
で
す
が
、
ど
う
か
最
後
ま
で
お
説
を
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
。

西
士
が
言
っ
た
、
「
こ
の
世
の
中
で
、
蟻
の
よ
う
に
徴
小
な
虫
で
も
、
人
は
そ
の
性
質
の
全
て
を
知
り
尽
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
し
て
、
こ
の
上
も
な
く
尊
大
な
天
主
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
も
し
人
が
容
易
に
知
る
こ
と
が

16 で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
天
主
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
代
、

一
人
の
王
が
天
主
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
い
、
賢
臣
に
尋
ね
ま
し
た
。

賢
臣
は
、
『
ど
う
か
一
日
帰
っ
て
考
え
る
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
』
と
答
え
ま
し
た
。

一
日
経
っ
て
、
〔
王
は
〕
ま
た
尋
ね
ま
し
た
。

〔
賢
臣
は
、
〕
『
も
う
二
目
し
た
ら
お
答
え
で
き
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
こ
う
し
て
二
日
が
経
つ
と
、
ま
た

〔
賢
臣
は
〕
、
『
四
目
し
た
ら

お
答
え
し
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
王
は
怒
っ
て
、
『
な
ぜ
お
前
は
た
わ
む
れ
る
の
か
』
と
言
い
ま
し
た
。
〔
賢
臣
は
、
〕
『
私
は
ど
う
し
て

た
わ
む
れ
た
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
、
天
主
の
道
理
は
窮
ま
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
深
く
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
道
理
は
さ
ら

に
捉
え
難
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
目
を
見
張
っ
て
太
陽
を
見
上
げ
れ
ば
見
上
げ
る
ほ
ど
、
益
々
真
っ
暗
に
な
る
よ
う

な
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
が
困
難
な
の
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

〔
ま
た
〕
昔
、
西
洋
に
ア
ウ
グ
ス
テ
イ
ヌ
ス
と
い
う
名
の
聖
人
が
お
り
ま
し
た
。
天
主
の
こ
と
に
通
暁
し
て
、
そ
の
こ
と
を
書
物
に
著

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
海
辺
を
散
歩
し
な
が
ら
色
々
と
思
い
巡
ら
し
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
突
然
、
一
人
の
童
子
が
砂

を
掘
っ
て
小
さ
な
穴
を
作
り
、
手
に
牡
嘱
の
殻
を
持
っ
て
、
海
の
水
を
そ
の
穴
に
流
し
込
ん
で
い
る
姿
に
出
会
い
ま
し
た
。
聖
人
は
、

『
お
ま
え
は
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
』
と
尋
ね
ま
し
た
。
童
子
は
、
『
私
は
、
こ
の
殻
で
海
の
水
を
全
部
す
く
っ
て
、
穴
の
中
に

流
し
込
も
う
と
思
っ
て
い
ま
す
』
と
言
い
ま
し
た
。
聖
人
は
笑
っ
て
、
『
お
ま
え
は
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
愚
か
な
の
か
。
小
さ
な
入
れ
物

で
大
海
の
水
を
全
部
す
く
っ
て
小
さ
な
穴
に
流
し
込
も
う
だ
な
ん
て
』
と
言
い
ま
し
た
。
章
一
子
は
、
『
あ
な
た
は
、
大
海
の
水
は
小
さ
な

器
で
汲
む
こ
と
は
で
き
ず
、
小
さ
な
穴
が
全
て

〔
の
水
〕
を
容
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
解
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て



心
を
労
し
、
思
い
を
患
わ
せ
て
、
人
間
の
力
で
天
主
の
偉
大
な
真
理
を
究
め
、
そ
れ
を
書
物
に
著
そ
う
と
思
う
の
で
す
か
』
と
一
言
ロ
い
ま
し

た
。
童
子
は
、
語
り
お
え
る
と
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
聖
人
は
驚
い
て
は
っ
と
し
、
天
主
が
天
使
に
命
じ
て
自
分
を
戒
め
ら
れ
た
の
だ

（日）

と
悟
り
ま
し
た
。

思
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
類
別
さ
れ
て
い
る
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
異
同
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
性
質
が
解
り
ま
す
。
形
や
声

が
あ
る
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
姿
や
形
を
見
て
、
そ
の
音
や
響
き
を
聴
け
ば
、
そ
の
実
体
が
解
り
ま
す
。
際
限
の
あ
る
物
に
つ
い
て
は
、

こ
ち
ら
か
ら
あ
ち
ら
ま
で
測
量
す
れ
ば
、
そ
の
形
体
が
解
り
ま
す
。
〔
し
か
し
、
〕
天
主
と
な
る
と
、
類
別
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
万
物
を

超
越
し
て
い
ま
す
か
ら
、
ど
の
種
類
に
引
き
当
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
形
や
声
が
な
い
か
ら
に
は
、
取
り
付
い
て
い
く
跡
形
も

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
形
体
は
窮
ま
り
な
い
も
の
で
、
天
地
宇
宙
も
果
て
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
何
に
よ
っ
て
そ
の
高
遠
か
っ

き
わ

広
大
な
際
を
測
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
そ
の
実
体
や
性
質
を
示
そ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
『
ー
で
な
い
』
と
か
『
ー
が
な
い
』
と
か

い
う
言
葉
で
示
す
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
『
ー
で
あ
る
』
と
か
『
ー
が
あ
る
』
と
か
い
う
言
葉
で
〔
定
義
し
た
り
、
限
定
し
た

り
し
て
〕
示
す
な
ら
ば
、
益
々

中
土
が
言
っ
た
、
「
そ
も
そ
も
こ
の
上
も
な
く
「
ー
で
あ
る
』
『
ー
が
あ
る
」

〔
実
体
か
ら
〕
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
。

17 

〔
と
い
う
存
在
の
確
か
な
天
主
な
る
〕
も
の
を
、
ど
う

し
て
『
1
で
な
い
』
と
か
『
ー
が
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
」
と
。

『天主実義Jの研究（ー）

西
士
が
言
っ
た
、
「
人
間
と
い
う
お
粗
末
な
器
で
は
、
天
主
の
巨
大
な
真
理
を
載
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
物
は
卑
賎
で

あ
り
、
天
主
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
解
る
だ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
尊
大
か
つ
高
貴
で
あ
る
こ
と
を
究
め
知
る
こ
と
は
で

18 き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
物
に
は
欠
陥
が
あ
る
が
、
天
主
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
解
る
だ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
完
全
か
つ
長
大
で
あ

る
こ
と
を
は
か
り
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
、
私
が
天
主
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
は
か
り
示
そ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
こ
う

言
う
だ
け
で
す
。
天
で
も
地
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
く
明
ら
か
で
広
く
深
い
こ
と
は
天
地
に
比
べ
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
鬼
神
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
神
霊
さ
は
鬼
神
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
聖
人
の
持
つ
聡
明
さ
に
は
る
か
に
優
っ
て
い

J¥ 
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四

ま
す
。
道
徳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
道
徳
の
根
源
で
す
。
天
主
は
、
往
く
こ
と
（
生
）
も
来
る
こ
と
（
死
）
も
な
く
、
往
き
始
め
る
と
こ

ろ
を
説
明
し
よ
う
と
思
え
ば
、
始
ま
り
が
な
い
と
昌
一
胃
、
つ
し
か
な
く
、
来
た
り
終
え
る
と
こ
ろ
を
説
明
し
よ
う
と
思
え
ば
、
終
わ
り
が
な
い

と
言
、
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
実
体
を
推
し
量
っ
て
考
え
る
に
、
そ
れ
を
載
せ
る
こ
と
の
で
き
る
所
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
な
い
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
〔
自
ら
は
〕
動
か
な
い
で
全
て
の
動
き
の
基
と
な
り
、
手
も
口
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
森
羅

万
象
を
生
成
変
化
さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
を
教
え
諭
し
ま
す
。
そ
の
力
は
、
壊
さ
れ
る
こ
と
も
衰
え
る
こ
と
も
な
く
、
無
を
有
に
変
え

る
も
の
で
す
。
そ
の
知
は
、
迷
い
も
誤
り
も
な
く
、
は
る
か
遠
い
昔
の
こ
と
や
、
は
る
か
先
の
未
来
の
こ
と
で
も
、
面
と
向
か
っ
て
い
る

よ
う
に
、
知
り
得
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
善
は
純
粋
で
汚
れ
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
善
が
帰
着
す
る
と
こ
ろ
で
、
ど
ん
な
小
さ
な
不

わ
ず
ら

善
で
も
煩
い
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
恩
恵
は
広
大
で
、
止
め
る
こ
と
も
偏
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
し
、
あ
ら
ゆ
る
所

に
及
び
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
虫
や
員
で
も
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
ま
す
。
そ
も
そ
も
天
地
の
聞
の
も
の
で
、
善
い
性
質
や
善
い
行
い
は
、

す
べ
て
天
主
か
ら
受
け
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
源
の
一
水
滴
を
大
海
と
比
較
す
る
よ
う
な
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
天

主
の
福
徳
は
隆
盛
で
充
足
し
て
お
り
、
盛
ん
で
行
き
渡
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
し
て
、
増
し
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
ど
う
し

て
、
削
り
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
で
す
か
ら
、
〔
か
り
に
〕
川
や
海
の
水
を
全
て
混
み
つ
く
し
、
浜
の
砂
の
数
を
数
え
、
宇

宙
を
充
満
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
天
主
を
完
全
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、
そ
れ
を
説
明
し
お
え
る

こ
と
な
ど
ど
う
し
て
で
き
ま
し
ょ
う
か
」
と
。

中
士
が
言
っ
た
、
「
あ
あ
、
何
と
豊
か
な
ど
高
説
で
し
ょ
う
か
。
説
き
明
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
を
説
き
明
か
し
、
究
め
知
る

こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
を
究
め
知
る
も
の
で
す
。
私
は
、
こ
の
ご
高
説
を
拝
聴
し
て
始
め
て
根
源
に
帰
る
大
い
な
る
遭
が
解
り
ま
し
た
。

ど
う
か
最
後
ま
で
お
話
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
今
日
は
こ
の
上
あ
え
て
く
ど
く
問
い
質
す
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
〔
明
日
の
〕
朝
、
ま

19 た
お
尋
ね
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
と
。
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西
士
が
言
っ
た
、
「
あ
な
た
は
聡
明
な
方
で
す
。
わ
ず
か
聴
く
だ
け
で
多
く
を
理
解
さ
れ
ま
す
。
私
は
何
の
努
力
も
い
り
ま
せ
ん
。



で
す
が
、
以
上
の
こ
と
が
解
れ
ば
、
難
し
い
点
は
解
り
易
く
な
り
ま
す
。
根
本
が
し
っ
か
り
定
ま
れ
ば
、
あ
と
は
容
易
に
定
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
。

『天主実義』の研究（→

【
注
釈
】

（1
）
『
論
証
巴
憲
問
篇
に
、
「
子
路
、
君
子
を
問
、
っ
。
子
日
く
、
『
己
れ
を
権
問
む
る
に
敬
を
以
て
す
』
と
。
日
く
、
『
蜘
く
の
如
き
の
み
か
』
と
。
日
く
、
『
己

れ
を
惰
め
て
以
て
人
を
安
ん
ず
』
と
。
日
く
、
『
欺
く
の
知
き
の
み
か
』
と
。
日
く
、
『
己
れ
を
惰
め
て
以
て
百
姓
を
安
ん
ず
る
は
、
雪
解
す
ら
猶
お
献

を
病
め
り
』
と
」
と
あ
る
よ
う
に
、
儒
学
の
根
本
は
「
修
己
」
と
「
治
人
」
の
統
合
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
朱
子
の
「
大
学
章
句
序
」
で
も
、
古
代
の
大

学
に
お
い
て
は
、
「
之
れ
に
教
う
る
仁
、
理
を
窮
め
心
を
正
し
、
己
れ
を
修
め
人
を
修
む
る
の
道
を
以
て
す
」
と
説
い
て
い
る
。

（2
）
原
文
に
「
業
」
「
功
」
と
あ
る
の
を
、
こ
こ
で
は
「
功
業
」
と
訳
し
た
。
朱
子
学
な
ど
で
一
一
吉
う
「
功
夫
」
で
、
学
問
・
実
銭
に
必
要
な
修
養
や
努
力
の

こ
と
。

（3
）
「
君
子
」
は
人
格
も
学
問
も
共
に
優
れ
た
有
徳
の
人
物
の
こ
と
で
、
「
小
人
」
は
そ
の
反
対
概
念
。
君
子
は
理
想
的
人
物
像
を
指
し
、
孔
子
は
君
子
の

持

eLι

養
成
を
教
育
目
的
と
し
た
。
『
論
器
開
』
里
仁
篇
に
、
「
君
子
は
義
に
喰
り
、
小
人
は
利
に
廠
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
君
子
・
小
人
は
対
比
的
に
用
い
ら
れ

る。

（4
）
『
易
経
』
乾
卦
・
文
ニ
一
R
広
に
、
「
君
子
は
徳
に
進
み
業
を
惰
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
儒
教
で
は
徳
の
完
成
を
目
標
と
し
、
そ
れ
を
幸
福
（
福
禄
）
と
し

た

（5
）
原
文
に
は
「
霊
才
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
知
性
」
と
訳
し
た
。
以
下
に
見
え
る
「
霊
魂
」
の
属
性
と
言
え
る
。
こ
の
「
霊
才
」
の
語
の
よ
う
に
、

リ
ッ
チ
は
時
折
中
国
語
と
し
て
は
熟
さ
な
い
用
語
を
使
用
す
る
が
、
訳
で
は
解
り
や
す
い
言
葉
に
言
い
換
え
た
。

（
6
）
原
文
に
は
「
神
霊
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
霊
魂
」
と
訳
し
た
。
「
霊
魂
」
に
つ
い
て
は
、
第
三
篇
及
び
第
四
篇
で
詳
述
さ
れ
る
。

（7
）
「
君
子
は
理
を
以
て
主
と
為
す
」
と
一
言
う
の
は
、
朱
子
学
の
基
本
的
立
場
で
あ
る
。
朱
子
学
は
、
天
理
の
窮
明
（
格
物
致
知
）
と
そ
の
実
現
を
学
問
実

践
の
柱
と
す
る
。

（8
）
原
文
は
「
院
斯
」
で
、
ラ
テ
ン
語
「
U
2曲
」
の
音
訳
で
あ
る
。

よ

（
9
）
「
良
能
」
は
、
「
孟
子
』
尽
心
上
篇
に
、
「
人
の
学
ば
ず
し
て
能
く
す
る
所
の
者
は
其
の
良
能
な
り
、
慮
ら
ず
し
て
知
る
所
の
者
は
其
の
良
知
な
り
」
と

あ
る
に
よ
る
。
因
み
に
、
こ
こ
に
出
る
「
良
知
」
の
語
は
、
明
末
に
中
国
で
流
行
し
て
い
た
陽
明
学
の
中
心
概
念
で
あ
る
。

（
日
）
地
・
水
・
火
・
気
（
風
）
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
お
い
て
、
万
物
の
四
元
素
と
さ
れ
た
。

／＼、

五



八
六

（
日
）
以
上
、
五
常
・
五
色
・
五
音

・
五
味

・
五
臓
の
表
現
は
、
五
行
思
想
の
考
え
方
に
よ
る
。

（
ロ
）
以
下
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
四
原
因
論
に
基
づ
く
。
こ
の
考
え
方
は
中
世
の
ス
コ
ラ
哲
学
に
も
継
承
さ
れ
た
。
リ
ッ
チ
の
訳
語
を
（
）
内
に
示
し
た
。

（
日
）
ア
ウ
グ
ス
テ
イ
ヌ
ス
（
三
五
四
l
四
三
O
）
は
、
ラ
テ
ン
教
会
の
教
父
。『
神
の
国
』『
告
白
』
の
ほ
か
多
く
の
哲
学

・
神
学
の
著
述
が
あ
る
。
こ
こ
に

引
く
話
は
、
そ
の
生
涯
の
有
名
な
挿
話
の

一
つ
で
、
後
世
、
多
く
の
画
家
が
題
材
と
し
て
描
い
た
。
左
は
、
そ
の
一
つ
で
、
ペ
l
テ
ル

・
パ
ウ
ル

・
ル
1

ペ
ン
ス
（
一
五
七
七
l
一
六
四
O
）
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
「
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
」
（
一
六
三
七
l
一
一
一
九
）
で
あ
る
。
（
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
展
図
録
、

毎
日
新
聞
社
発
行
、

一
九
八
O
よ
り
転
載
）
。


